
　　広報きたかた「お知らせ版」  2016.1◯1

広報きたかた
「お知らせ版」

平成28年1月発行
【編集・発行】
喜多方市企画政策部
企画調整課
☎	 0241（24）5206
FAX	 0241（25）7073
Eメール／ kouhou@city.
kitakata.fukushima.jp

　

雪
景
色
の
棚
田
周
辺
を
歩
き
、

温
泉
と
手
打
ち
そ
ば
を
満
喫
す

る
プ
ラ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

●
日
時　

２
月
２７
日（
土
）午
前

１０
時　

集
合

●
集
合
場
所　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
高
郷　

●
定
員　

２０
人（
先
着
順
）

●
参
加
費　

２
５
０
０
円（
温
泉

入
浴
券
、
昼
食（
手
打
ち
そ
ば

御
膳
）、
お
土
産
そ
ば
付
き
）

●
内
容　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高

郷
を
発
着
、
立
岩
の
棚
田
を
め

ぐ
り
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
後
、
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　

郵
便
は
が

き
に
次
の
必
要
事
項
を
明
記
し

イ
ベ
ン
ト

募　

集

お
知
ら
せ

た
か
さ
と
棚
田
ウ
ォ
ー
ク
冬

喜
多
方
市
障
害
者
施
策
推
進

協
議
会
委
員
の
公
募

ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

乳
が
ん
集
団
検
診
の
追
加
実
施

第
９
回「
瓜
生
岩
子
刀
自
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
名
前
②
性
別
③
年
齢
④
住
所

⑤
電
話
番
号

●
申
込
先　

〒
９
６
９
‐
４
３

０
３ 

喜
多
方
市
高
郷
町
揚
津
字

袖
山
甲
３
０
５
４
‐
９　

ふ
れ

あ
い
ラ
ン
ド
高
郷　

棚
田
ウ
ォ

ー
ク
係

　 

　 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷

☎
０
２
４
１（

４４
）２
８
８
８

　 

高
郷
総
合
支
所 

産
業
課

☎
０
２
４
１（

４４
）２
１
１
４

問

申

問
　

瓜
生
岩
子
刀
自
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　

２
月
１３
日（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

●
場
所　

蔵
の
里（
喜
多
方
プ
ラ

ザ
南
側
）イ
ベ
ン
ト
蔵
、
蔵
座

敷●
内
容　

今
日
の
社
会
福
祉
の

礎
を
築
い
た
瓜
生
岩
子
刀
自
の

遺
徳
を
広
く
伝
え
る
た
め
、
市

内
の
小
学
５
年
生
を
対
象
と
し

た
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
優

秀
作
品
の
表
彰
式
と
顕
彰
茶
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
入
場
無
料
、
申
込
不
要

　 

喜
多
方
市
瓜
生
岩
子
刀
自
顕

問

　

市
で
は
、「
障
害
の
あ
る
人
も
、

な
い
人
も
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
、
共
に
支
え
あ
う
地
域
社

会
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、「
第

２
次
喜
多
方
市
障
が
い
者
計
画
」

と
「
第
４
期
喜
多
方
市
障
が
い

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
進
行
管
理
お
よ

び
施
策
協
議
の
た
め
に
、
障
害

者
施
策
推
進
協
議
会
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
お
住
ま

い
の
２０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方

で
、
年
２
回
程
度
の
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
方

●
任
期　

委
嘱
の
日（
２
月
中

旬
予
定
）か
ら
２
年

●
募
集
す
る
委
員
数　

２
人

●
応
募
方
法　

任
意
の
様
式
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
、
応
募
の
理

由
・
動
機
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２４
）５
２
８
６
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル syakai@

city.ki
takata.fukushim

a.jp

に
よ
り
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
個
人
情
報
は
、
本
協

議
会
の
目
的
以
外
に
は
利
用
し

ま
せ
ん
。

●
応
募
締
め
切
り　

１
月
２９
日

（
金
）必
着

●
選
考　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
市
で
選
考
し
ま
す
。

　 

　 

社
会
福
祉
課 

障
が
い
福

祉
係

☎（
２４
）５
２
７
６

問

申

　

受
診
希
望
の
方
は
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者　

４０
歳
以
上
の
偶
数

年
齢
の
女
性
で
、
乳
が
ん
検
診

未
受
診
の
方

※
年
齢
起
算
は
、
平
成
２８
年
３

月
末
日
現
在
と
な
り
ま
す
。

●
定
員　

４０
人（
先
着
順
）

●
日
時　

２
月
２４
日（
水
）午
後

１
時
～

●
場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

　 

　 

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

問

申

市勢映像DVD  好評発売中  １枚400円　問 申 企画調整課 秘書広報室☎（24）5206

彰
会
事
務
局（
社
会
福
祉
課
内
）

☎（
２４
）５
２
５
７
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お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
関
連
講
座 

男
性

の
た
め
の
男
女
共
同
参
画
入
門

プ
レ
ミ
ア
ム
付
・
き
た
か
た

喜
楽
里
商
品
券
・
ア
ン
ケ
ー
ト

き
た
か
た
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
移
転

労
務
管
理
研
修
会

【
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

市
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
・
き

た
か
た
喜
楽
里
商
品
券
事
業
の

効
果
を
検
証
す
る
た
め
に
、
販

売
時
に
「
き
た
か
た
喜
楽
里
商

品
券
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

商
品
券
を
購
入
さ
れ
た
方
は
、

ご
記
入
の
上
２
月
１０
日（
水
）ま

で
に
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
商
品
券
の
利
用
期
限

は
１
月
３１
日（
日
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
お
早
目
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
取
扱
参
加
店
の
皆
さ
ん
へ
】

　

使
用
済
み
商
品
券
は
、
速
や

か
に
換
金
請
求
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
今
後
の
換
金
請
求
〆
日

１
月
２１
日（
木
）、２
月
５
日（
金
）、

１９
日（
金
）※
最
終

　 

商
工
課 

商
工
業
・
創
業
支
援

室☎（
２４
）５
２
４
７

問

　

市
で
は
、
市
民
の
男
女
共
同

参
画
へ
の
関
心
の
向
上
と
意
識

啓
発
を
図
る
た
め
、
男
女
共
同

参
画
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
の
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
特
に
男
性
に
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

１
月
２４
日（
日
）午
後

１
時
３０
分
～
３
時

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一

会
議
室

●
内
容　

①
基
調
講
演
「
男
女
共
同
参
画

の
基
礎
」

講
師　

福
島
県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー
職
員

②
先
進
事
例
紹
介

株
式
会
社
東
邦
銀
行

●
対
象　

主
に
男
性（
女
性
の
参

加
も
可
）

●
定
員　

３０
人
程
度

●
参
加
料　

無
料

●
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
２５
）７
０
７
３
い
た
だ
く
か
、

氏
名
・
電
話
番
号
・
同
行
者
の

有
無（
有
り
の
場
合
は
氏
名
ま

た
は
人
数
）を
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル kikaku@

city.kitakata.
fukushim

a.jp

で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
企
画
調
整
課

お
よ
び
各
総
合
支
所
住
民
課
の

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
印
刷
で
き
ま
す
。

　 

　 

企
画
調
整
課 

政
策
調
整

室☎（
２４
）５
２
０
７

問

申

　

平
成
２１
年
４
月
よ
り
、
ふ
れ

あ
い
通
り
商
店
街
で
運
営
し
て

き
た
「
き
た
か
た
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
と
無
料
の

遊
び
場
「
子
ど
も
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
、
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
に

な
り
、
お
も
ち
ゃ
や
遊
具
、
お

む
つ
替
え
・
授
乳
コ
ー
ナ
ー
を

充
実
し
て
、
移
転
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
移
転
先　

字
清
水
台
三
丁
目

２５（
旧
ド
ラ
ッ
グ
イ
ガ
ラ
シ
店

舗
）

●
開
所
時
間　

午
前
１０
時
～
午

後
４
時

●
定
休
日　

木
曜
日（
水
曜
日

は
団
体
使
用
の
た
め
要
連
絡
）

●
内
容　

子
ど
も
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
各
種
子
育
て
相
談
・
子
育

て
支
援
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
申
込
受
付
、
ホ
ー
ム
ス
タ

ー
ト
申
込
受
付

●
駐
車
場　

１５
台
程
度

　 

　 

き
た
か
た
子
育
て
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎（
２２
）５
５
７
７

問

申

　

平
成
２８
年
４
月
か
ら
施
行
さ

【
訓
練
生
募
集
】

●
訓
練
科
名　

電
気
設
備
技
術

科●
募
集
期
限　

２
月
１５
日（
月
）

●
定
員　

２０
人

●
訓
練
期
間　

３
月
１
日
～
８

れ
る
女
性
活
躍
推
進
法
、
並
び

に
労
災
保
険
法
の
基
礎
知
識
な

ど
を
喜
多
方
地
域
の
事
業
場
の

労
務
担
当
者
に
習
得
し
て
も
ら

う
た
め
、
一
般
社
団
法
人
喜
多

方
労
働
基
準
協
会
が
主
催
し
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

同
協
会
の
会
員
以
外
の
事
業
場

も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

２
月
２
日（
火
）午
後

１
時
３０
分
～

●
場
所　

会
津
い
い
で
農
協
会

館　

大
会
議
室（
喜
多
方
市
岩

月
町
）

●
参
加
費　

無
料

●
内
容　

福
島
労
働
局
雇
用
均

等
室
、
喜
多
方
労
働
基
準
監
督

署
の
担
当
者
が
法
律
改
正
や
労

務
管
理
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

　 

　 

一
般
社
団
法
人
喜
多
方

労
働
基
準
協
会

☎ （
２２
）４
１
４
６

問

申

●

●
●

●

● 東北SSK食品
第一自動車学校

ブイチェーン

中野商店

●喜多方教会

ローソン
★

きたかた子育て
サポート･センター

459

Ｎ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

会
津
よ
り
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「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
」

月
２６
日（
６
カ
月
間
）

●
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま

し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

●
受
講
料　

無
料

●
選
考
日　

２
月
１７
日（
水
）午

前
９
時
～

【
施
設
見
学
会
】

（
職
業
訓
練
っ
て
、
な
に
・・・
？
）

●
開
催
日
時　

１
月
２５
日（
月
）、

２
月
８
日（
月
）、
２２
日（
月
）

各
日
午
前
９
時
３０
分
～
正
午（
午

前
９
時
受
付
開
始
）

●
内
容　

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

（
職
業
能
力
）に
プ
ラ
ス
し
て
、

新
た
な
技
能
習
得
の
た
め
の
職

業
訓
練
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

た
だ
く
説
明
会
で
、
当
セ
ン
タ

ー
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
訓
練
内
容
に
つ
い
て
よ
り
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
参
加
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　 

　 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会

津（
訓
練
課
）

☎
０
２
４
２（
２６
）０
５
２
０

問

申

　

思
春
期
・
青
年
期
に
ひ
き
こ

も
る
子
供
の
抱
え
る
問
題
、
そ

の
対
応
に
つ
い
て
の
学
習
会
、

情
報
の
提
供
、
ま
た
参
加
者
同

士
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

い
ま
す
。
家
族
同
士
、
集
い
語

り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
開
催
日
時　

２
月
１７
日（
水
）

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

●
開
催
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　 
　 
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（

２９
）５
２
７
５

　

精
神
的
な
悩
み
で
お
困
り
の

方
、
ま
た
そ
の
家
族
の
方
の
相

談
に
、
精
神
科
医
や
保
健
師
が

応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
費
用
は
無
料
で
す
が
、
電
話

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
開
催
日
時　

２
月
２２
日（
月
）

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

●
開
催
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所　

　 

　 

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（

２９
）５
２
７
５

問

申

問

申
「
心
の
健
康
相
談
」

▽
学
校
の
部（
保
育
所
・
幼
稚
園

を
含
む
）

○
最
優
秀
賞　

第
一
小
学
校

○
優
秀
賞　

山
都
小
学
校
、
加

納
小
学
校
、
第
二
中
学
校

○
奨
励
賞　

松
山
小
学
校
、
堂

島
小
学
校
、
上
三
宮
小
学
校

▽
団
体
・
法
人
の
部

○
最
優
秀
賞　

西
四
ツ
谷
婦
人

会○
優
秀
賞　

上
林
フ
ラ
ワ
ー
ク

ラ
ブ（
山
都
町
）、
寺
内
行
政
区

（
山
都
町
）、
寺
町
長
寿
会

○
奨
励
賞　

豊
川
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
あ
ゆ
み
の
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
く
ら
の
会（
喜
多
方
）、

新
町
行
政
区（
喜
多
方
）、
慶
徳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
１５（
熱
塩
加
納
町
）

▽
個
人
の
部

○
最
優
秀
賞　

山
口
久
江
さ
ん

（
松
山
町
村
松
第
一
区
）

○
優
秀
賞　

渡
部
修
一
さ
ん

（
岩
月
町
下
台
）

○
奨
励
賞　

佐
藤
キ
ヨ
子
さ
ん

（
松
山
町
南
桜
ガ
丘
）、
鈴
木
キ

ヨ
エ
さ
ん（
熱
塩
加
納
町
針
生
）

　 

観
光
交
流
課 

花
で
も
て
な

す
係

☎（
２４
）５
２
４
３

問

　

１１
月
１６
日（
月
）市
役
所
庁
議
室
で
今
年
度
の
「
花
で

も
て
な
す
喜
多
方
」
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
学
校
の
部
最
優
秀
賞
の
第
一
小
学
校
な
ど

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
部
１４
件
、
団
体
・
法
人
の
部
１７
件
、
個
人
の

部
４
件
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
２０
の
団
体
、
個

人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

「
花
で
も
て
な
す
喜
多
方
」

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

を
開
催
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先
日
、
私
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
大
き
な
橋
の
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
事
を
初
め
て
聞
い

た
と
き
、
私
は
、「
別
に
、
通
れ
る
時
間
が
決
め
ら

れ
た
だ
け
だ
し
、
特
に
問
題
な
い
か
。」
と
、
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、

工
事
が
始
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

工
事
初
日
。
い
つ
も
何
気
な
く
通
っ
て
い
た
橋
に

バ
リ
ケ
ー
ド
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
目
の
前
に
あ
る

の
に
通
れ
な
い
橋
。
何
だ
か
不
思
議
な
気
持
ち
で
し

た
。
橋
が
通
れ
な
く
な
る
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
不
便

に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
工
事
の
内
容
は
、
老
朽
化
し
た
橋
を
新
し
く

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
工
事
費
は
税
金
か

ら
払
っ
て
い
る
と
母
に
聞
き
、
私
は
税
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、
税
金
が
他
に
ど
ん
な
事
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
気
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
み
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

調
べ
た
結
果
、
税
金
は
た
く
さ
ん
の
事
に
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
警
察
、
消
防
、
救
急
車
な
ど
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
、
教
育
費
な
ど
に
税
は
使
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

他
に
、
交
通
、
福
祉
、
伝
統
的
建
造
物
の
保
全
な

ど
に
税
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
税
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

交
通
面
が
不
便
だ
と
、生
活
し
て
い
く
上
で
、様
々

な
支
障
が
で
る
と
思
い
ま
す
。
福
祉
が
充
実
し
て
い

な
い
と
、
老
後
が
大
変
に
な
り
ま
す
。
文
化
を
保
全

し
な
い
と
今
ま
で
の
伝
統
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
税
の
無
い
暮
ら
し
を
想
像
し
た
ら
私

達
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
大
切
な
も
の

だ
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
視
点
を
変
え
れ
ば
、
税
は
、
交
通
で
は

町
と
町
を
つ
な
ぎ
、
福
祉
で
は
親
と
子
を
つ
な
ぎ
、

文
化
の
保
全
で
は
過
去
、
現
在
、
未
来
を
つ
な
い
で

い
く
、
と
て
も
大
切
な
も
の
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
税
金
は
私
達
を
つ
な
ぐ

橋
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
人
が
税
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
校
が
で
き
、

私
達
子
ど
も
が
教
育
を
受
け
、
成
長
し
て
大
人
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
税
を
納
め
る
こ
と
で
医
療
や

道
路
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
警
察
、
消
防
な
ど
、
地
域

の
人
に
役
立
つ
こ
と
に
使
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
を

喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
と
人
、
町
か
ら
町

へ
、
時
を
超
え
、
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
つ

な
ぐ
橋
、
そ
の
も
の
で
す
。

　

一
人
一
人
の
力
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
、
そ
れ
が
税
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

税
は
、
現
在
だ
け
で
は
な
く
そ
の
先
の
未
来
へ
も

引
き
継
が
れ
役
立
っ
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ

を
引
き
継
ぎ
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
私

達
一
人
一
人
が
税
を
払
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
き

ま
す
。
だ
か
ら
私
も
将
来
は
責
任
を
も
っ
て
税
を
納

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
後
も
、
税
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
な
が

ら
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
で
は
、
将
来
を
担
う

全
国
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、

身
近
に
感
じ
た
税
に
関
す
る
こ

と
、
学
校
で
学
ん
だ
税
に
関
す

る
こ
と
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
知
っ
た
税
の
話
な
ど
を
題
材

と
し
た
作
文
を
書
く
こ
と
で
、

税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正

し
い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
い
う
趣
旨
で
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
。 平

成
27
年
度　

中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

入
選
作
品
紹
介

東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

「
税
が
つ
な
ぐ
地
域
の
絆
」

高
郷
中 

３
年   

山  

口　
　

 

薫

　

全
国
７
４
５
２
校
か
ら
６１
万

６
０
６
２
編
の
作
文
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
耶
麻

地
区（
喜
多
方
市
、
西
会
津
町
、

北
塩
原
村
）か
ら
７
校
２
３
６

編
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
東
北

地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

長
賞
な
ど
の
優
秀
作
品
を
選
考

し
、
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

お知らせ
　平成28年度も6月上旬~9
月上旬に作文の募集を予定
しています。
　市内の中学生の皆さんか
らの活発なご応募をお待ち
しています。

問 喜多方税務署
　 ☎（24）5050
　 喜多方地区納税貯蓄組合
　 連合会事務局
　 （税務課 税制収納班内）
　 ☎（24）5216

問


